
第
50
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旗
争
奪
県
選
抜
高
校
野
球
大
会
第
６
日

は
６
月
１
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立
鴨
池
球
場
で
準
決
勝
２

試
合
が
あ
っ
た
。
第
２
試
合
は
鹿
児
島
実
が
序
盤
に
そ
つ

な
い
攻
め
で
先
制
。
中
盤
以
降
、
出
水
商
の
粘
り
で
同
点

に
追
い
つ
か
れ
た
が
六
回
に
竹
原
健
亮
の
右
越
え
三
塁
打

で
再
び
勝
ち
越
し
、
最
後
は
先
発
の
岩
下
圭
を
中
心
と
す

る
堅
守
で
リ
ー
ド
を
守
り
抜
い
た
。
【政
純
一
郎
】

◇準決勝②
出水商 ０１０ ００２ ０００＝３
鹿児島実 ２０１ ００１ ００×＝４
（出）森園、中尾―新町
（実）岩下―湊崎

と
森
田
祐
司
の
右
前
適
時

打
で
先
制
。
さ
ら
に
は
一

走
の
上
坊
銀
河
が
一
気
に

三
塁
を
陥
れ
、
有
川
真
平

の
右
前
適
時
打
で
２
点
目

を
挙
げ
た
。
三
回
に
は
二

死
二
塁
で
湊
崎
の
当
た
り

は
二
遊
間
に
大
き
く
弾
む

内
野
安
打
。
二
走
・上
坊

は
「
（
三
塁
を
回
っ
た
と
こ

ろ
で
）
止
ま
ろ
う
か
と
も

思
っ
た
け
ど
、
二
塁
手
が

一
塁
に
投
げ
た
の
を
見
て

思
い
切
っ
て
狙
っ
て
み
た
」

と
３
点
目
の
ホ
ー
ム
に
滑

り
込
ん
だ
＝
写
真
＝
。
六

回
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ

た
が
、
「
２
年
生
の
思
い
切

り
良
さ
」
（
宮
下
正
一
監

督
）を
買
っ
て
途
中
出
場
し

た
竹
原
健
亮
の
右
越
え
三

塁
打
で
決
勝
点
を
挙
げ
た
。

先
発
の
岩
下
圭
は
時
折

ボ
ー
ル
が
高
め
に
浮
い
て

制
球
を
乱
す
も
、
要
所
を

締
め
て
い
た
。
１
点
差
で
迎

え
た
九
回
に
先
頭
打
者
を

出
し
、
大
き
な
ヤ
マ
場
を

先
発
の
岩
下
圭
は
時
折

ボ
ー
ル
が
高
め
に
浮
い
て

制
球
を
乱
す
も
、
要
所
を

締
め
て
い
た
。
１
点
差
で
迎

え
た
九
回
に
先
頭
打
者
を

出
し
、
大
き
な
ヤ
マ
場
を

迎
え
る
。
犠
牲
バ
ン
ト
で
得

点
圏

に
進
め
ら
れ
る
と
一
打

同
点
の
や
っ
か
い
な
場

面
だ
っ
た
が
、
岩
下
は

果
敢
な
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
で
１
ー
６
ー
３
の

併
殺
に
打
ち
取
り
、
勝

利
を
決
定
付
け
た
。
先

頭
打
者
を
出
し
た
直

後
、
伝
令
が
出
て
マ
ウ

ン
ド
に
集
ま
っ
た
際
に
、

岩
下
は
「
（
二
塁
ア
ウ
ト

を
）
狙
う
か
ら
」
と
自

ら
言
い
切
っ
た
と
い
う
。

「
練
習
で
は
何
度
も

や
っ
て
き
た
こ
と
だ
が
、

こ
こ
一
番
で
や
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
大
き
い
」

と
宮
下
監
督
。

相
手
を
か
き
回
す
走

塁
、
つ
な
が
る
打
線
、

起
用
に
応
え
る
選
手
、

ゲ
ー
ム
を
作
る
投
手
、

攻
め
の
守
り…

１
試
合

ご
と
に
課
題
を
ク
リ
ア

し
て
、
チ
ー
ム
が
目
指

す
野
球
が
確
立
し
つ
つ

あ
る
。
３
試
合
連
続
の

コ
ー
ル
ド
勝
ち
か
ら
一

転
、
緊
迫
し
た
接
戦

だ
っ
た
が
「こ
う
い
う
試

合
を
経
験
で
き
た
こ
と

が
夏
へ
の
力
に
な
り
ま

す
」
と
、
宮
下
監
督
は

ま
た
ひ
と
つ
大
き
な
手

ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
様

子
だ
っ
た
。

序
盤
で
主
導
権
を
握
っ

た
鹿
実
が
、
苦
し
み
な
が

ら
も
接
戦
を
制
し
、
５
年

ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
決
め

た
。先
の
塁
を
果
敢
に
狙
う

走
塁
と
、
積
極
的
に
ア
ウ

ト
を
取
り
に
い
く
攻
撃
的

な
守
り
が
光
っ
た
。
初
回
、

無
死
一
三
塁
と
い
き
な
り

先
制
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る


